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国内肥料資源活用の取組み
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2024年8月26日

関東農政局みどりの食料システム戦略勉強会（第2 2 回）
ご説明資料



本日お話しすること

✓肥料の現状・情勢
堆肥等国内肥料資源活用の重要性

✓朝日アグリアの堆肥活用方針・取り組み
堆肥の付加価値向上、堆肥をもっと使いやすく

✓堆肥の品質・畜産農家との関係

✓堆肥入り複合肥料の普及状況

✓堆肥以外の国内肥料資源活用状況
下水汚泥資源活用への挑戦
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肥料の現状・情勢

○世界の人口は、2050年に97億人に達するとの見通しが示されている。
○2050年までに増加する人口を養うために世界の農業生産は70%増加しな
ければならないとされている。 ⇒ 肥料の重要性は更に高まる！

資料：国連人口基金駐日事務所

世界人口の推移



5

○主な化学肥料の原料である尿素、りん安、塩化加里は、ほぼ全量を輸入。
世界的に資源が偏在しているため、輸入相手国も偏在。

○令和３年秋以降、中国による肥料原料の輸出検査の厳格化のほか、ロシアに
よるウクライナ侵略の影響により、我が国の肥料原料の輸入が停滞。

化学肥料原料の輸入相手国、輸入量

尿素はマレーシア及び中国、りん安は中国、塩化加里はカナダが主な輸入相手国。

資料：財務省「貿易統計」等を基に作成

肥料の現状・情勢



資料：農林水産省調べ
財務省貿易統計における各原料の輸入額を輸入量で除して算出
ただし、月当たりの輸入量が5,000t台以下の月は前月の価格を表記

○国際市況や原料産出国の輸出動向、為替の影響を強く受け、肥料価格高騰を
繰り返している。

肥料原料の輸入価格の動向

肥料の現状・情勢
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7資料：「 FAOSTAT 」を基に作成 注：数値は、窒素、りん酸、加里の成分の合計

○世界における肥料の消費量は年々増加。
○我が国の 肥料消費量は、世界全体のわずか0.5％。

世界の肥料消費量の推移（上位5カ国と日本）

肥料の現状・情勢



輸入肥料原料に頼るわが国の農業は、世界の肥料市況に大きく影響
を受ける構造

肥料の現状・情勢

化学肥料の製造コストに
占める原材料費の割合

約６割

高度化成肥料について

出典：経済産業省
（2013）平成24年度中
小企業支援調査「化学肥料
製造における実態調査」

世界の肥料消費量
の年平均増加率

2023年まで

＋１.４％

世界人口の増加、新興国の
食料事情の変化を背景

出典:World 
agriculture towards 

2030/2050

農業経営費に占める
肥料費の割合

６～１８％

水田９％、畑作１３％
茶作１８％

出典：農林水産省
（2023）肥料をめぐる情

勢について

今こそ、国内の肥料資源の有効活用による肥料生産のイノベーションにより、
将来にわたって持続可能な農業生産への転換が必要！
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○農林水産省は、令和3年5月に『みどりの食料システム戦略』を制定。
○食料・農林水産業の生産力向上、持続性（カーボンニュートラル等の環境負荷軽減)
の両立をイノベーションで実現することを目指す。

みどりの食料システム戦略

肥料の現状・情勢

肥料に関するＫＰＩ
2050年目標：化学肥料使用量（ＮＰＫ合計成分量）の３０％削減

90万㌧

63万㌧

現状

2050年

ＮＰＫ合計▲27万㌧
ＮＰＫが同量とすると、尿素約13万㌧、
りん安約20万㌧、塩加約14万㌧に相当

施肥の
スマート化 有機物の循環利用

施肥の
効率化

>
>

>
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○農林水産省は、令和4年12月に『食料安全保障強化政策大綱』を策定。
○食料安全保障の強化に向け、過度な輸入依存からの脱却に向けた構造転換とそれを
支える国内の供給力の強化に向け、必要な対策とその目標を明確化。

食料安全保障強化政策大綱

肥料の現状・情勢

肥料に関するＫＰＩ
2030年目標：堆肥・下水汚泥資源の使用量を倍増し、肥料の使用量（リン

ベース）に占める国内資源の利用割合を40％まで拡大

国内肥料
資源

2021年

国内肥料資源のうち
堆肥・下水汚泥資源の
使用量を倍増

2030年

28.5万㌧

25.1万㌧ 国内肥料資源

輸入（化学）肥料原料

輸入（化学）肥料原料

>
>

>

40％

25％

施肥効率化
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堆肥活用の方針・取り組み（会社紹介：朝日アグリアとは）
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堆肥活用の方針・取り組み（会社紹介：朝日アグリアの強み）
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堆肥活用の方針・取り組み（会社紹介：生産拠点）
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堆肥活用の方針・取り組み（会社紹介：生産肥料と生産工場）



■労力、品質(成分が不明確)等により、堆肥施用量、施用農家の減少
■堆肥発生量の地域的偏在

・比重が軽く、高水分の堆肥をどのように取扱いやすくするか
・堆肥＝安価：広域流通に適うように付加価値をどう高めるか

16

耕地面積当たりの家畜排泄物発生量（窒素ベース）水田への堆肥の投入量の推移

堆肥活用の方針・取り組み（堆肥施用の現状と課題）



■耕種農家の多くは堆肥の重要性を理解し、利用の意向がある
■耕種農家の過半数は、堆肥を十分に施用出来ていない

17

令和３年度 食料・農林水産業・農山漁村に関する意識・意向調査

堆肥の施用量調査
（農業者：2,776人）

積極的に利用

したい
ある程度利用

したい

あまり利用したくない

全く利用したくない
慣行以上施用

慣行と同程度施用

慣行以下施用

施用していない

施用量不明

家畜排せつ物たい肥の今後の利用に関する意向
（農業者：2,554人）

平成16年度 家畜排せつ物たい肥の利用に関する意識意識・意向調査

堆肥について慣行以下施用、あるいは施用していない理由（農業者：1,662人、複数回答、要約）

①散布に労力がかかる
②施用しなくても安定した収量が得られている
③堆肥の価格が高い

④堆肥が手に入らない
⑤肥料成分が安定しない
⑥雑草種子の混入リスクがある

堆肥活用の方針・取り組み（堆肥施用の現状と課題）
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資源循環型農業へ

新たな堆肥市場の創造

堆肥活用肥料の全国展開

堆肥活用の方針・取り組み（朝日アグリアの選択）



■堆肥をその他肥料と混合・粒状化 ⇒ 付加価値を付ける

■得られるメリット（付加価値）

■期待される効果

19

高い機能性撒きやすい 省力（施肥と同時に堆肥散布） 成分が均一

臭いが少ない 品質保持性が高い 運搬性に優れる雑草リスクが無い

土壌改良資材

様々な粒形の肥料を生産

ペレット ブリケット アグレット

堆肥の課題解決(耕種・畜産) 肥料価格低減・安定供給 みどり戦略実現

堆肥活用の方針・取り組み（堆肥活用の方向性）
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POINT！
ここで初めて、化成肥料と堆肥
の混合が可能になった。

堆肥活用の方針・取り組み（肥料制度の変遷）
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～様々な商品をラインナップ～堆肥と有機・化成肥料がひとつに

【特長】

①堆肥と化成肥料を混合・粒状化。
②豚ぷん、鶏ふん堆肥を主に配合。
③2013年の販売開始からコンセプト、
価格優位性、優れた肥効性により、
年々実績は増加。

混合堆肥複合肥料に被覆尿素、その他化成肥料
を配合したBB肥料タイプ（指定配合肥料）銘柄
も展開中

堆肥活用の方針・取り組み（混合堆肥複合肥料）
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【特長】

①牛ふん堆肥を主体に、化成肥料、土壌
改良資材等を配合して粒状化。

②配合規制の緩和を活かし、作物、地域に
合わせた様々なコンセプトの商品を展開。

③2021年3月の販売開始から、多くの地域、
産地で取り扱いが決定し実績拡大中。

牛ふん堆肥を積極活用した肥料を開発 ～特長ある商品を展開～

堆肥活用の方針・取り組み（指定混合肥料）
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地域から発生する堆肥を原料に活用し、その地域の土壌・作物に適した

肥料を開発。

原料調達から作物生産に至るまで、地域内で資源を循環流通できる取り

組みを拡大中。

群馬県 埼玉県茨城県 千葉県

堆肥活用の方針・取り組み 堆肥地域循環の展開



アグレット

堆肥活用の方針・取り組み

現在9県（地域）で取り組み実施中

堆肥地域循環の展開
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堆肥活用の方針・取り組み 堆肥地域循環の展開
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堆肥活用の方針・取り組み 堆肥地域循環の展開
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堆肥活用の方針・取り組み 堆肥地域循環の展開
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理想的なストーリー（群馬県の事例）

高品質堆肥の流通促進を目指した耕畜連携モデルの提案

「地域堆肥」を活用した独自の「堆肥入り複合肥料」の開発

①価格高騰対策として、既存の堆肥入り複合肥料を積極推進
耕種農家の堆肥入り複合肥料に対する需要・認知度を向上させる

②既存の堆肥入り複合肥料の原料として地域堆肥を発掘
肥料原料としての品質水準に見合う地域堆肥を探索

ステップ１

①地域堆肥を利用した堆肥入り複合肥料の開発
地域で普及可能な成分設計に基づく堆肥入り複合肥料を開発
地域堆肥活用のストーリーを反映し、地域で積極的な普及推進を図る

②地域堆肥の高位平準化
堆肥の供給先として肥料原料を新たに位置付ける
供給先が増えることにより、堆肥の高品質化への機運向上を促し、堆肥全体の流通促進も
同時に目指す

ステップ２

堆肥活用の方針・取り組み 堆肥地域循環の展開
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ペレット製造工程（牛ふん堆肥を使用した指定混合肥料）

30

堆肥受入

畜産農家

ハウス乾燥

原料投入 原料計量

原料混合

（水分30％前後に乾燥）

堆肥を主体に様々な
原料を混合

ペレット化

（ペレット造粒模式図）
乾燥

篩別

計量・包装

パレット積み
（出荷）

冷却ポイント！

ポイント！

堆肥の品質・畜産農家との関係（堆肥入り粒状肥料製造工程）
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耕種農家が求める堆肥 ＝ 完熟堆肥
肥料メーカーが求める堆肥 ＝ 粒状加工し易い堆肥

※一定程度、発酵している必要はありますが、完熟堆肥である必要はありません。

【朝日アグリアの堆肥選定基準（ポイント）】

①堆肥の物性
水分：低い方が粒状加工の際の配合調整が容易、高いと運搬性も悪い
粒度：なるべく細かいほうが望ましい

大きい塊、木片（粒度の大きな副資材）などがあると粒状加工
し難く、機械に詰まる等のトラブルの要因に

②異物の混入
堆肥以外の異物（金属、石など）が多量に混入していないか？

③肥料法
特殊肥料（堆肥）としての届出をしてあるか？

堆肥の品質・畜産農家との関係（朝日アグリアが求める堆肥の品質）



32

【朝日アグリアの堆肥受入状況（2023年度実績）】

【堆肥供給元（畜産農家の声）】

有限会社今井牧場
今井洋平 社長

（群馬県吉岡町）

梅雨時など、堆肥の不需要期にも定期的に
引き取りしてもらえるのが有難い。
堆肥の在庫が過剰にならないので、精神的に
助かります。

耕種農家となかなか付き合いがないという状況において、堆肥を原料に
使用した肥料が好評で、普及が進んでいることは励みになっている。
朝日アグリアには、畜産農家と耕種農家との懸け橋になって欲しい。

堆肥の品質・畜産農家との関係（堆肥受入状況・畜産農家との関係）

堆肥受入量 堆肥供給元数

（ｔ） （箇所）

2,735 12

2,145 12

3,645 16

8,525 40

豚ぷん堆肥 千葉、茨城、群馬、新潟、滋賀、岐阜、三重

合計 15都府県

供給元 都府県

鶏ふん堆肥 埼玉、群馬、千葉、新潟、三重、京都、広島、静岡

牛ふん堆肥 埼玉、群馬、栃木、茨城、千葉、長野、東京、神奈川、新潟、滋賀
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34

登 録 数：178件（2024年3月31日時点）
※都道府県登録含む
＜朝日アグリア登録数：72件＞

生産業者数：31社

堆肥入り複合肥料の普及状況（混合堆肥複合肥料の登録推移）

メーカー数
登録数 登録累計
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堆肥入り複合肥料の普及状況（朝日アグリアの実績推移）

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6目標

混合堆肥複合肥料第1号
JA全農との共同開発

指定混合肥料第1号

1万トン達成

2万トン達成

R6年度目標

3万トン

特殊肥料
（濃縮堆肥）

混合堆肥複合肥料：同肥料を原料に使用した指定配合肥料含む

混合堆肥複合肥料

指定混合肥料

特殊肥料

微生物活用肥料 まめリッチ・菌サポ



アグレット

都道府県堆肥入り複合肥料普及状況（JA全農）

2022年度
混合堆肥複合肥料・指定混合肥料
※BB肥料含む

【目指す姿】

堆肥入り複合肥料が全国で当たり
前に使われる時代を目指して

堆肥入り複合肥料の普及状況（全国での普及状況・目指す姿）
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堆肥と化成肥料を混合・一粒化することによる効果

（農研機構:混合堆肥複合肥料の製造とその利用より）

混合堆肥複合肥料の肥効的特性から、生産技術内容についてまで、本マニュアルの中でまとめられており、
農研機構のホームページ内にて公開されています。
http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/publication/pamphlet/tech-
pamph/133583.html

技術マニュアル「混合堆肥複合肥料の製造とその利用」について

本研究は農林水産省委託プロジェクト研究「水田作及び畑作における収益向上のための技術
開発」「生産ｺｽﾄ削減に向けた有機質資材の活用技術の開発」により行われたものです。

堆肥入り複合肥料の普及状況（堆肥入り複合肥料の機能性）



本日お話しすること

✓肥料の現状・情勢
堆肥等国内肥料資源活用の重要性

✓朝日アグリアの堆肥活用方針・取り組み
堆肥の付加価値向上、堆肥をもっと使いやすく

✓堆肥の品質・畜産農家との関係

✓堆肥入り複合肥料の普及状況

✓堆肥以外の国内肥料資源活用状況
下水汚泥資源活用への挑戦
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堆肥以外の国内肥料資源活用状況

安全性、社会貢献度、価格優位性、発生時期・量、肥料生産性等

を考慮の上、堆肥以外の国内肥料資源も積極活用を目指す方針

地域資源 もみ殻燃焼灰 もみ殻炭 木質燃焼灰 下水汚泥焼却灰 下水リン回収物

肥料の種類 特殊肥料 特殊肥料 副産肥料
（動植物質燃焼灰）

菌体リン酸肥料
副産肥料

MAP

相手先
研究相手

射水市
JAいみず野

（もみ殻循環プロジェク

ト）

GHG削減
プロジェクト

バイオマス
発電施設

（建築機械メーカー）
（ゼネコン）

行政下水道部局
（設備メーカー）

行政下水道部局
（建築資材メーカー）

（設備メーカー）

狙い
もみ殻活用

ケイ酸肥料代替

もみ殻活用
GHG削減

ケイ酸肥料代替

木質燃焼灰活用
リン酸・カリ
肥料代替

水汚泥焼却灰活用

リン酸肥料代替

下水リン酸
回収対策

リン酸肥料代替
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堆肥以外の国内肥料資源活用状況（朝日アグリアの NEXT STEP）
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堆肥以外の国内肥料資源活用状況（工業汚泥）
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（公社）石巻市水産加工排水処理公社との取り組み



堆肥以外の国内肥料資源活用状況（下水汚泥）
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行政下水道部局との取り組み



堆肥以外の国内肥料資源活用状況（下水回収リン）
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行政下水道部局との取り組み



区分 公定規格 課題 肥料原料活用 類似原料

コンポスト 汚泥肥料
（汚泥発酵肥料）

成分、水分、物流面から地域循環が中心 ○～× 堆肥

乾燥汚泥

汚泥肥料
（下水汚泥肥料）
（混合汚泥肥料）
（工業汚泥肥料）

有効成分、有害成分を検討の上、原料とし
ての有効性を判断
→石巻公社の工業汚泥肥料を、菌体りん
酸肥料として原料利用

○～×
菌体肥料
有機肥料

等

汚泥灰 汚泥肥料
（焼成汚泥肥料）

有効成分、有害成分を検討の上、原料とし
ての有効性を判断
→行政下水道部局等と連携し、汚泥灰を
菌体りん酸肥料として原料利用を検討

○～×
（有害成分）

（肥効性:く溶率等）

鶏ふん燃焼灰

木質灰
等

①検討に当たっては、菌体りん酸肥料の登録による原料使用が前提

②既存使用原料との類似性、代替性により使用可否を判断

回収リン
副産肥料

（副産りん酸肥料）

MAP

行政下水道部局等と連携した原料化
現行施設は発生量が少なく量的確保課題
→行政下水道部局等と連携し、回収リンを
副産肥料、MAPとして原料利用を検討

○

既存りん酸肥料
（りん安）

（過りん酸石灰）
（ようりん）

等

堆肥以外の国内肥料資源活用状況（下水汚泥活用の考え方）
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①「肥料メーカーにとって使いやすい原料」だけではNG

肥料メーカーは生産者、ＪＡグループ等のステークホルダーに支えられ事業を営んでいる立場

②行政、市場との対話を通じて、安全性確保、安心感の醸成を前提として、堆肥、汚泥資源を含めた

地域資源の積極的な活用を図り、肥料国産化、資源循環型社会の実現を目指した事業展開を図る

区分 公定規格 取組み方針

コンポスト 汚泥肥料
（汚泥発酵肥料）

地域循環を前提であるが、立地、市場の醸成によっては、活用の可能性あり

乾燥汚泥
汚泥肥料

（下水汚泥肥料）
（混合汚泥肥料）
（工業汚泥肥料）

石巻公社の菌体りん酸肥料の原料利用を通じて、ステークホルダーとの対話
を重ね、市場形成を目指す

汚泥灰 汚泥肥料
（焼成汚泥肥料）

【STEP1】行政下水道部局と連携し、菌体りん酸肥料の原料 化を通じたノ
ウハウ形成(特定の灰との地域資源の向き合い方)
【STEP2】肥料メーカーにとって使いやすい肥料原料化に向けた発生源におけ
るオペレーション上の改善
【STEP3】ハード面の改善を含めた下水汚泥の肥料原料活用に向けた下水
道業界と肥料業界の協業、肥料原料を前提とした高品位りん酸原料化

回収リン
副産肥料

（副産りん酸肥料）

MAP

・各地域毎の回収リン発生源と近隣肥料メーカー、行政、ＪＡグループ等
ステークホルダーとの地域循環型ビジネス

・東京都－JA全農連携協定に基づく回収リン広域事業モデルの展開

堆肥以外の国内肥料資源活用状況（下水汚泥活用の方針）
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ご清聴ありがとうございました。


